
「入社１年目の新人が陥る落とし穴
ーその傾向と対策」

武蔵野不動産相談室㈱ 畑中 学



不動産取引において・・・

・新人がハマる落とし穴３つのポイント
・不動産の定義を理解しているか
・各調査の意味を理解しているか
・諸費用を計算できているか
・物件状況等報告書、設備表の意味は分かっているか
・売買契約の場はセレモニーにできているか
・決済時までのお金の流れを説明できているか
・まとめ



新人が不動産取引でハマる３つのポイント

① 活動や書類の意味が分からない
 （成果を出す行動ができない）

② 次に何が起こるか分からない
       （先んじた必要な段取りができない）

③ 顧客の気持ちが分からない

（顧客の不安やストレスを解消できない）



不動産仲介の流れ



■不動産の定義を理解しているか

①取り外して動かせない、利用に必要が定義

②どのような状態で引き渡すかが説明できない



■各調査の意味を理解しているか

①何を事実として言えるかが分かる

②調査や書類から何を把握するか



■諸費用を計算できているか

①諸費用→資金計画は顧客グリップのポイント

②売買できるかの判断が早まる



■物件状況等報告書、設備表の意味は
分かっているか

①契約条件を明記した書類である

②置いていく物が「撤去しました」では×



■売買契約の場はセレモニーにできているか

①「事前に言ってくださいよ」をなくす

②契約までに顧客に何を説明するかの段取り



■決済時までのお金の流れを説明できているか

①お金の流れが分かると顧客は安心

②顧客の頭の中にイメージさせる



まとめ：

① 活動や書類の意味を教える  

（意味が書かれている本は皆無）

② 不動産取引の流れを覚えさせる
       （次に何を行うのかがすぐ分かる）

③ 顧客の気持ちを考えさせる

（不安やストレス対策への行動ができる）



ご清聴ありがとうございました。


